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― 1 ―国文論叢別冊（第 2号　2024年 9 月）

■
資
料
紹
介

八
木
重
吉
の
神
戸
に
お
け
る
居
住
地
と
詩
作
活
動
に
関
す
る
調
査
報
告

山
　
形
　
　
　
梢

は
じ
め
に

　

八
木
重
吉
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
か
ら
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年

ま
で
、
神
戸
・
御
影
で
暮
ら
し
た
。
二
三
歳
の
と
き
東
京
高
等
師
範
学
校
を

卒
業
、
兵
庫
県
御
影
師
範
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
地
で
本
格
的

に
作
詩
を
始
め
る
。
後
に
結
核
の
た
め
二
九
歳
で
夭
逝
す
る
重
吉
に
と
っ
て
、

神
戸
で
の
四
年
間
は
、
仕
事
の
傍
ら
作
詩
を
始
め
、
私
生
活
に
お
い
て
も
恋

愛
、
結
婚
を
経
て
二
児
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
人
生
の
充
実
期
で
あ
っ
た
。

　

生
前
に
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
詩
集
『
秋
の
瞳
』（
富
士
印
刷
株
式
会
社
出
版

部
、
一
九
二
五
年
）
が
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
再
校
の
際
に
重

吉
が
書
き
と
め
た
覚
え
書
に
「
此
の
集
に
収
め
た
る
詩
は
、
大
正
十
一
年
秋

よ
り
大
正
十
三
年
秋
頃
迄
、
約
二
ヶ
年
（
二
十
五
才
よ
り
、
二
十
七
才
ま
で
）

の
間
に
つ
く
ら
れ
し
も
の
な
り
（
中
略
）、
大
正
十
年
頃
の
も
僅
少
あ
り
（
（
（

」
と

あ
る
よ
う
に
、
本
詩
集
に
収
載
さ
れ
た
百
十
七
篇
は
す
べ
て
神
戸
時
代
の
作

で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
作
詩
の
土
台
と
な
る
神
戸
時
代
の
実
生
活
に
つ
い
て
、
特
に

居
住
地
に
着
目
し
て
詩
人
像
を
探
る
。
既
存
の
年
譜
（
田
中
清
光
編
『
八
木

重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）
で
は
、
四
ヵ
所
の
居
住

地
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
表
1
）。
し
か
し
、「
御
影
町
石
屋
川
（
申
御
田
九

五
四
）」
と
い
う
記
載
は
二
ヵ
所
の
居
住
地
情
報
を
混
同
し
て
お
り
、
正
し
く

は
「
御
影
町
石
屋
川
」
と
「
申
御
田
九
五
四
」
は
別
の
場
所
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
居
住
地
は
五
ヵ
所
あ
っ
た
と
考
え
る
。

表
1
　
年
譜
に
み
る
重
吉
の
居
住
地
（
田
中
清
光
編
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
よ
り
作
成
）

一
九
二
一（
大
正
十
）年
四
月　
　

武
庫
郡
住
吉
村
山
田
の
柴
谷
米
助
方
に
下
宿

一
九
二
二（
大
正
十
一
）年
二
月　

武
庫
郡
魚
崎
町
下
松
原
八
番
屋
敷
松
風
館
内
に
移
る

一
九
二
二（
大
正
十
一
）年
七
月　

御
影
町
石
屋
川
（
申
御
田
九
五
四
）
の
新
し
い
借
家
で
結
婚

一
九
二
三（
大
正
十
二
）年
三
月　

武
庫
郡
御
影
町
柳
八
五
一
の
借
家
に
移
る

　

本
稿
で
は
、
重
吉
の
神
戸
時
代
の
居
住
を
、
以
下
の
八
点
の
資
料
か
ら
推

定
し
て
い
く
。

　
〔
資
料
1
〕�
年
譜
（
田
中
清
光
編
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
筑
摩
書

房
、
一
九
八
四
年
）

　
〔
資
料
2
〕�

重
吉
の
日
記
（
草
野
心
平
他
編
「
日
記
」、『
八
木
重
吉
全
集 

第
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三
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）

　
〔
資
料
3
〕�

重
吉
の
島
田
と
み
宛
書
簡
（
草
野
心
平
他
編
「
島
田
と
み
宛
書

簡
」「
編
注
」、（『
八
木
重
吉
全
集 

第
三
巻
』
筑
摩
書
房
、
一

九
八
二
年
）

　
〔
資
料
4
〕�
吉
野
登
美
子
の
回
想
（
吉
野
登
美
子
『
琴
は
し
ず
か
に
―
八

木
重
吉
の
妻
と
し
て
』
彌
生
書
房
、
一
九
七
六
年
）

　
〔
資
料
5
〕�

吉
野
登
美
子
と
清
水
嗣
子
の
私
信

　
〔
資
料
6
〕�

旧
一
万
地
形
図
『
御
影　

大
正
十
二
年
』（
大
日
本
帝
國
陸
地

測
量
部
・
国
土
地
理
院
、
一
九
二
三
）

　
〔
資
料
7
〕�

前
田
慶
三
編
『
阪
神
沿
道
地
籍
図　

西
部
』（
後
藤
印
刷
工
所
、

一
九
二
〇
年
）

　
〔
資
料
8
〕�

前
田
慶
三
『
魚
崎
町
・
住
吉
村
・
御
影
町
全
圖　

紳
士
富
豪
の

御
別
邸
附
記
』（
前
田
工
務
所
、
一
九
二
一
年
）

　

島
田
と
は
吉
野
登
美
子
の
旧
姓
で
あ
り
、
登
美
子
（
と
み
）
は
、
重
吉
の

歿
後
に
詩
人
の
吉
野
秀
雄
と
再
婚
し
た
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
以
降

は
吉
野
姓
と
名
乗
っ
た
。
島
田
と
み
は
、
重
吉
が
東
京
高
師
を
卒
業
す
る
直

前
（
一
九
二
一
年
三
月
）
に
一
週
間
の
家
庭
教
師
を
し
た
十
六
歳
の
女
性
で

あ
り
、
重
吉
は
神
戸
に
赴
任
後
に
彼
女
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
。
神
戸
か
ら

東
京
の
島
田
と
み
に
宛
て
た
書
簡
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
婚
約
後

（
一
月
）
か
ら
結
婚
（
七
月
）
ま
で
の
間
に
集
中
的
に
交
わ
さ
れ
、
現
存
し
て

い
る
の
は
一
月
九
日
か
ら
三
月
二
一
日
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
文
で
、

引
用
元
を
記
載
し
な
い
も
の
は
『
八
木
重
吉
全
集 

第
三
巻
』〔
資
料
2
・
3
〕

に
拠
る
。

1
　
住
吉
村
山
田
の
柴
谷
米
助
方

　

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
四
月
、
重
吉
は
神
戸
に
赴
任
し
た
。
最
初
の
下

宿
先
は
「
兵
庫
県
武ム

庫コ

郡グ
ン

住ス
ミ

吉ヨ
シ

村ム
ラ

山ヤ
マ

田ダ

柴シ
バ

谷タ
ニ

米ヨ
ネ

助ス
ケ

方カ
タ

」
で
あ
る
こ
と
が
、
島

田
と
み
宛
書
簡
〔
資
料
3
〕
で
示
さ
れ
る
。
山
田
は
現
行
の
町
名
で
な
く
、

伝
統
的
な
地
区
名
で
あ
る
。
当
時
の
住
吉
村
山
田
は
、
住
吉
川
の
渓
流
を
生

か
し
た
水
車
小
屋
が
立
ち
並
び
、
酒
造
業
の
た
め
の
精
米
が
盛
ん
な
農
村
で

あ
っ
た
。
当
時
の
旧
一
万
地
形
図
『
御
影
』〔
資
料
6
〕
か
ら
、
山
田
地
区
の

う
ち
当
時
住
宅
の
あ
っ
た
場
所
は
限
定
的
で
あ
り
、
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区

住
吉
山
手
四
丁
目
付
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
1
）。

　

職
場
で
あ
る
御
影
師
範
学
校
ま
で
は
徒
歩
で
二
五
分
ほ
ど
の
坂
道
で
あ
る
。

冬
の
夕
暮
れ
、
仕
事
を
終
え
た
重
吉
が
、
六
甲
山
に
続
く
長
い
坂
を
登
る
と

き
に
見
た
御
影
の
風
景
と
、
重
い
足
取
り
が
描
か
れ
て
い
る
。

東
の
方
を
遠
く
眺
め
や
っ
た
と
き
に
、
夕
闇
に
、
電
燈
が
、
さ
び
し
く
、

き
ら
め
い
て
ゐ
た
。
そ
し
て
、
星
も
無
い
、
寒
い
く
れ
方
、
私
は
、
こ

う
し
て
、
一
人
、
と
ぼ
と
ぼ
、
宿
に
、
今
は
、
か
へ
っ
て
来
た
の
で
し

た
。（
一
九
二
二
年
一
月
十
八
日
書
簡
）

さ
む
ざ
む
と
／
山さ

茶ざ
ん

花く
わ

の
さ
く
／
御
影
の
ま
ち
を
／
と
ぼ
と
ぼ
と
ゆ
く

―
（
同
年
一
月
十
九
日
書
簡
）

　

下
宿
は
高
台
に
あ
り
、
二
階
に
あ
る
部
屋
の
窓
か
ら
は
、
大
阪
湾
越
し
の

大
阪
の
山
な
み
や
瀬
戸
内
の
島
々
を
見
わ
た
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
の
山
手
ら
し
い
美
し
い
眺
望
で
あ
る
。
初
め
て
の
教
員
生
活
の
日
々
に
、
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重
吉
は
こ
の
海
の
風
景
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。

淋
し
い
と
き
、
つ
ら
い
時
に
、
い
つ
も
癖
に
す
る
様
に
、
そ
っ
と
、
障

子
を
開
い
て
、
海
に
み
い
っ
た
。
冬
ざ
れ
の
空
気
は
、
痛
い
ほ
ど
澄
ん

で
、
海
を
越
し
て
、
向
ふ
側
の
、
大
阪
の
山
々
に
も
、
ま
っ
白
い
雪
が

ふ
る
え
て
ゐ
た
。
淡
路
島
が
氷
り
付
い
て
み
え
る
。
鳴
戸
海
峡
の
二
つ

の
大
き
い
島
と
、
二
つ
の
小
さ
い
島
と
が
、
ぽ
つ
ね
ん
と
、
黙
っ
て
、

浮
か
ん
で
ゐ
た
。（
同
年
一
月
十
九
日
書
簡
）

　

冬
の
六
甲
山
麓
に
は
六
甲
颪
が
吹
き
下
ろ
す
。
寒
さ
と
坂
道
が
よ
ほ
ど
耐

え
が
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
下
宿
を
移
る
こ
と
を
一
月
三
十
日
の
書
簡
で

記
し
て
い
る
。

今
日
行
っ
て
、
大
体
き
め
て
来
た
。
多
分
二
月
の
は
じ
め
か
ら
引
き
う

つ
る
筈
、
海
岸
に
ず
っ
と
近
い
と
こ
ろ
で
、
普
通
の
下
宿
屋
で
す
。
洋

館
作
り
だ
け
れ
ど
、
…
…
見
た
ほ
ど
立
派
な
内
部
で
も
無
か
っ
た
。
中

は
、
や
は
り
日
本
間
の
様
に
な
っ
て
を
っ
た
。
外
に
よ
い
の
が
無
い
の

で
、
ま
あ
一
時
で
も
と
、
そ
こ
に
き
め
て
来
た
。
い
づ
れ
引
き
越
し
た

ら
番
地
お
知
ら
せ
す
る
。
と
も
か
く
、
こ
れ
か
ら
は
、
当
分
学
校
宛
に

し
て
お
い
て
お
く
れ
。（
同
年
一
月
三
十
日
書
簡
）

　

山
手
で
は
な
く
、
海
に
近
い
場
所
に
転
居
先
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
。
納
得

の
い
く
転
居
先
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
転
居
す
る
と
い
う
固
い
意
志
が

み
ら
れ
る
。
住
吉
村
山
田
は
、
四
月
か
ら
約
十
ヵ
月
間
の
住
ま
い
だ
っ
た
。

2
　
魚
崎
町
下
松
原
八
番
屋
敷
松
風
館
内

　

重
吉
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
二
月
二
日
、「
魚
崎
町
下
松
原
八
番
屋

敷
松
風
館
」
に
転
居
し
た
。
下
松
原
は
現
行
の
町
名
で
は
な
い
。
書
簡
に
は

「
海
ま
で
半
町
位
」
と
あ
る
が
、
海
岸
か
ら
半
町
（
約
五
五
メ
ー
ト
ル
）
は
下

松
原
地
区
で
は
な
い
た
め
、
実
際
に
は
海
岸
か
ら
も
う
少
し
離
れ
た
、
現
在

の
神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
西
町
二
丁
目
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
（
図
2
）。
御
影

師
範
学
校
へ
は
約
二
十
分
で
、
通
勤
路
は
坂
道
で
は
な
い
。

あ
ゝ
、
云
ふ
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
ち
や
っ
て
を
っ
た
け
れ
ど
、
今
日

旧一万地形図『御影』（1923年）

【図 1】「住吉村山田」の住宅地域

山田地区の
住宅地域
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此
の
宿
へ
引
き
越
し
て
来
た
の
で
す
。
あ
ひ
に
く
雨
が
降
っ
た
の
で
弱

ら
さ
れ
た
。『
こ
ん
な
と
き
富
ち
や
ん
が
を
っ
て
く
れ
た
ら
』
―
な
ど
と
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
た
。
否
、
富
ち
や
ん
と
一
所
に
な
っ
た
ら
、
も
う
、

こ
ん
な
下
宿
住
ひ
も
せ
な
い
ん
だ
け
れ
ど
ね
。
松
風
館
っ
て
云
ふ
下
宿

屋
で
す
。
け
れ
ど
、
あ
ま
り
大
き
い
の
ぢ
や
な
く
て
今
は
他
に
二
人
し

か
を
り
ま
せ
ん
。
愈
々
も
っ
て
、
下
宿
屋
と
い
ふ
奴
は
、
家
庭
味
の
少

い
も
の
だ
。（
同
年
二
月
二
日
書
簡
）

　

こ
の
転
居
当
日
の
書
簡
か
ら
、
下
宿
名
が
松
風
館
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
住
吉
川
周
辺
が
古
来
「
雀
の
松
原
」
と
呼
ば
れ
る
松
の
景
勝
地
で
あ
っ

た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
海
近
い
立
地
を
選
ん
だ
が
、
こ
の
和
洋
折
衷
住
宅

ら
し
い
建
物
の
二
階
部
屋
か
ら
は
海
は
見
え
な
か
っ
た
。
高
台
な
ら
ど
こ
か

ら
で
も
見
え
る
海
だ
が
、
海
に
近
づ
く
と
建
物
に
遮
ら
れ
見
え
な
く
な
る
。

代
わ
り
に
六
甲
山
を
一
望
で
き
る
の
が
神
戸
の
海
側
の
眺
望
で
あ
る
。

富
ち
や
ん
、
御
影
の
后
ろ
の
六
甲
山
脈
に
も
、
雪
が
、
嶺
に
つ
も
っ
て
、

冷
々
と
、
そ
そ
り
立
っ
て
み
え
ま
す
。
此
の
宿
か
ら
は
、
余
り
海
が
近

い
の
で
、
海
は
見
え
ず
に
、
山
が
見
え
ま
す
。
海
ま
で
は
半
町
位
で
す
。

「
智
者
は
海
を
愛
す
、
仁
者
は
山
を
愛
す
、」
こ
ん
な
文
句
が
何
か
に
あ
っ

た
様
に
覚
え
て
ゐ
ま
す
が
…
…
と
に
か
く
、
海
に
は
、
動
中
静
あ
り
と

い
っ
た
様
な
感
が
ひ
そ
ん
で
を
る
し
、
山
に
は
静
中
動
あ
り
と
い
っ
た

風
な
深
い
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
「
自
然
」
と
い
ふ
も
の
に
、
耐
ら

な
い
、
愛
着
を
感
じ
ま
す
。
富
ち
や
ん
は
如
何
？
（
同
年
二
月
四
日
書

簡
）

　

松
風
館
で
の
暮
ら
し
は
重
吉
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
満
足
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
婚
約
者
と
離
れ
て
暮
ら
す
寂
し
さ
が
短
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　　「下松原」
現在の神戸市東灘区
魚崎西町 2丁目辺り

前田慶三『魚崎町・住吉村・御影町全圖：紳土富豪の御別邸付記』（1921年）

【図 2】「魚崎町下松原 八番屋敷松風館」の推定地域
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「
富
ち
や
ん
」
と
写
真
に
呼
び
て
／
答
へ
な
き
宿
の
二
階
の
／
夜
の
し
じ

ま
（
沈
黙
）
よ
（
同
年
二
月
八
日
書
簡
）

　

さ
ら
に
書
簡
に
は
こ
の
下
宿
の
環
境
へ
の
不
満
が
記
さ
れ
て
い
る
。
転
居

前
は
「
見
た
ほ
ど
立
派
な
内
部
で
も
無
か
っ
た
」、
転
居
初
日
は
「
下
宿
屋
と

い
ふ
奴
は
、
家
庭
味
の
少
い
も
の
だ
」、
そ
の
後
も
「
下
宿
屋
ず
ま
ひ
の
悲
哀

さ
に
は
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
、
ま
づ
い
飯
を
く
わ
さ
れ
て
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
お

婆
さ
ん
の
御
給
仕
！
」
な
ど
の
記
載
が
続
き
、
重
吉
は
お
よ
そ
一
ヵ
月
半
で

次
の
転
居
を
決
め
て
い
る
。

此
の
手
紙
着
い
た
と
き
以
后
に
出
さ
る
ゝ
富
ち
や
ん
の
手
紙
は
「
松
風

館
」
宛
て
に
し
て
下
さ
い
。
更
る
つ
も
り
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
は
、
す
ぐ

で
な
く
、
又
変
更
し
た
の
で
、
と
に
か
く
、
帰
省
迄
は
、
も
と
の
下
宿

に
を
る
故
。（
同
年
三
月
十
八
日
書
簡
）

　

こ
の
「
帰
省
」
と
は
学
期
末
休
み
（
三
月
二
七
日
〜
）
に
上
京
し
て
島
田

と
み
と
会
う
約
束
を
意
味
し
て
い
る
。
本
当
は
す
ぐ
に
で
も
転
居
し
た
い
と

準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
転
居
を
帰
省
後
に
延
期
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

3
　
御
影
町
申
御
田
九
五
四

　

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
四
月
以
降
の
島
田
と
み
宛
書
簡
は
現
存
せ
ず
、

日
記
に
も
申
御
田
へ
の
転
居
に
つ
い
て
は
明
確
な
記
載
が
な
い
。
だ
が
、
年

譜
〔
資
料
1
〕
に
記
載
さ
れ
た
「
武
庫
郡
御
影
町
申
御
田
九
五
四
の
借
家
」

は
当
時
の
地
図
（
図
3
）
に
よ
っ
て
、
現
在
の
「
神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町

二
丁
目
十
二
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
特
定
で
き
る
。
御
影
師
範
学
校
へ
は
約

五
分
の
立
地
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
の
重
吉
に
つ
い
て
は
、
御
影
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
記
憶
す
る

人
物
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。
原
田
健
氏
の
取
材
記
事
（
一
九
七
七
年
）
に

よ
る
と
「
御
影
時
代
の
重
吉
は
、
阪
神
御
影
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
住
ん
だ
が
、
そ

の
家
は
一
〇
年
ほ
ど
前
火
災
で
焼
け
、
今
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。
当
時

隣
家
で
同
時
に
家
主
だ
っ
た
長
谷
栄
介
氏
（
略
）
は
、『
八
木
さ
ん
は
借
家
住

い
の
前
、
一
時
わ
た
し
の
家
に
下
宿
さ
れ
ま
し
た
。
色
の
白
い
ほ
ん
と
う
に

お
と
な
し
い
方
で
、
よ
く
油
絵
を
描
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
（
略
）』
と

語
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る（（
（

。
ま
た
、
天
利
武
人
氏
が
一
九
八
八
年
に
御

影
を
訪
れ
た
際
の
記
録
に
は
、「
長
谷
栄
介
さ
ん（
中
御
影
区
民
会
会
長
）
の
案

内
で
、
重
吉
が
独
身
時
代
住
ん
で
い
た
と
い
う
、
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
た
。
四

軒
の
長
屋
の
一
番
手
前
の
部
屋
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の
部
屋
だ
け
が
つ
ぶ
さ
れ
、

駐
車
場
に
な
っ
て
い
た
」
と
の
記
載
が
あ
る（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
独
身
時
代
の
重

吉
は
、
四
軒
の
長
屋
の
一
番
手
前
の
部
屋
に
住
ん
で
い
た
。
建
物
は
一
九
七

〇
年
代
に
火
災
で
焼
失
し
、
現
在
（
二
〇
二
三
年
時
点
）
も
駐
車
場
が
あ
る
。

　

地
図
〔
資
料
8
〕
か
ら
は
、
当
時
の
重
吉
の
住
居
は
阪
神
御
影
駅
に
近
く
、

向
か
い
に
は
廉
売
市
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
が
か
え
る
。
一
九
二
二
（
大
正

十
一
）
年
の
日
記
（
日
付
不
明
）
に
、
線
路
に
近
く
人
の
往
来
で
に
ぎ
わ
う

部
屋
で
一
人
、
離
れ
て
暮
ら
す
島
田
と
み
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
る
短
歌
が
あ

る
が
、
こ
の
借
家
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

き
み
あ
ら
ぬ
／
こ
の
室
さ
び
し
／
き
み
が
こ
え
／
こ
ゝ
に
き
こ
え
ず
（
日

付
不
明
）

や
か
ま
し
い
馬
力
の
／
ひ
び
き
／
け
た
た
ま
し
い
／
阪
神
電
車
！
（
日

付
不
明
）
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婚
約
者
と
の
結
婚
は
二
年
後
、
島
田
と
み
が
女
学
聖
学
院
を
卒
業
後
と
い

う
約
束
だ
っ
た
た
め
、
重
吉
は
彼
女
と
会
え
な
い
境
遇
を
憂
い
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
急
遽
、
結
婚
が
前
倒
し
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。
嫂
が
結
核
で
死
去
し
、

兄
の
家
の
家
事
を
引
き
受
け
た
島
田
と
み
は
、
女
学
校
と
生
活
の
両
立
の
忙

し
さ
で
同
年
五
月
に
肋
膜
炎
に
罹
り
、
重
吉
は
急
ぎ
上
京
、
御
影
へ
連
れ
て

療
養
さ
せ
自
分
の
手
で
教
育
す
る
と
言
っ
て
島
田
と
み
の
兄
を
説
得
し
た
の

だ
〔
資
料
1
、
一
八
二
頁
〕。
六
月
以
降
、
妻
を
迎
え
る
覚
悟
や
期
待
が
、
海

に
重
ね
て
記
さ
れ
て
い
る
。
地
図
か
ら
、
申
御
田
の
家
か
ら
海
（
御
影
浜
）

ま
で
は
六
分
程
度
の
距
離
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

き
み
よ
来
よ
波
も
し
づ
か
に
こ
の
海
の
／
都
の
ひ
と
を
迎
ふ
に
似
た
る

は
（
同
年
六
月
十
一
日
）

七
月
の
真
昼
の
浜
は
な
ま
め
き
て
／
き
み
あ
ら
ば
わ
れ
き
み
を
抱
か
ん

（
同
年
七
月
十
四
日
）

　

同
年
六
月
の
日
記
を
検
証
す
る
と
、「
家
借
ら
ん
と
、
あ
つ
き
ひ
る
ご
ろ
あ

る
け
ば
／
貸
す
家
あ
ら
ず
ふ
と
き
み
を
お
も
へ
り
（
前
後
の
日
付
よ
り
六
月

二
三
日
と
筆
者
推
定
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。
新
婚
生
活
に
備
え
て
家
探
し
を

し
て
い
た
よ
う
だ
。
転
居
の
記
録
は
な
い
が
、
日
記
の
「
私
は
、
／
毎
日　

毎

日
／「
南
無
阿
弥
陀
仏
／
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
／
念
じ　

念
じ
て
／
さ
も
倦
か

ぬ
／
宿
の
／
婆
さ
ん
が
羨
し
い
！
（
七
月
四
〜
九
日
）」
の
「
宿
の
婆
さ
ん
」

は
申
御
田
の
下
宿
、「
朝あ
し
たす
る
物
の
響
は
と
な
り
家や

の
／
豆
煎
る
だ
に
も
哀
し

と
は
き
く
（
七
月
十
四
日
）」
の
「
と
な
り
家
」
は
新
し
い
借
家
を
指
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
転
居
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前田慶三編『阪神沿道地籍図：西部』（1920年）� �前田慶三『魚崎町・住吉村・御影町全圖：紳士富豪の御別
邸付記』（1921年）

【図 3】「御影町申御田九五四」の場所

御
影
町
申
御
田
九
五
四

廉売市場
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4
　
石
屋
川
の
借
家

　

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
七
月
十
九
日
、
重
吉
は
十
七
歳
の
島
田
と
み

を
東
京
か
ら
神
戸
に
迎
え
た
。
結
婚
後
の
重
吉
の
日
記
・
短
歌
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。
新
婚
の
家
は
、
年
譜
〔
資
料
1
〕
で
は
「
御
影
町
石
屋
川
（
申
御

田
九
五
四
）
の
新
し
い
借
家
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
申
御
田
九
五
四
は

先
述
の
下
宿
で
あ
る
。

　

関
茂
氏
は
「
重
吉
と
と
み
子
は
、
は
じ
め
、
町
の
郊
外
に
近
い
石
屋
川
に

一
戸
を
借
り
た
」
と
述
べ
、
二
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
「
六
畳
、
三
畳
、

そ
れ
に
四
畳
半
が
二
間
、
広
い
台
所
つ
き
と
い
う
家
で
あ
っ
た
。
重
吉
の
勤

務
先
、
御
影
師
範
学
校
に
行
く
に
は
、
海
岸
に
向
か
っ
て
、
町
通
り
を
だ
ら

だ
ら
と
降
り
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
み
子
の
買
い
物
も
そ
う
で
あ
っ

た
」
と
伝
え
て
い
る（（
（

。
家
か
ら
は
職
場
も
市
場
も
離
れ
て
い
る
と
の
情
報
か

ら
、
申
御
田
九
五
四
と
石
屋
川
と
で
は
立
地
が
異
な
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

吉
野
登
美
子
の
回
想
〔
資
料
4
、
六
〇
頁
〕
に
も
「
御
影
町
の
石
屋
川
と
よ

ば
れ
る
高
台
」
に
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
木
は
御
影
町
の
石
屋
川
と
よ
ば
れ
る
高
台
の
小
さ
な
借
家
に
、
二
人

の
愛
の
家
を
構
え
よ
う
と
本
棚
と
机
と
寝
具
と
行
李
だ
け
を
持
っ
て
引

越
し
て
き
て
い
た
。
そ
の
家
へ
私
た
ち
は
着
い
た
。
そ
こ
に
は
米
と
味

噌
、
釜
と
鍋
、
そ
れ
に
少
し
ば
か
り
の
食
器
が
用
意
さ
れ
て
い
る
だ
け

だ
っ
た
。
家
主
の
奥
さ
ん
に
教
わ
っ
て
揃
え
た
と
き
い
て
、
私
た
ち
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
微
笑
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
市
場
は
ず
っ
と

下
っ
た
町
に
あ
り
、
師
範
学
校
の
横
を
通
っ
て
は
買
物
に
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
と
み
の
私
信
に
も
「
阪
神
と
阪
急
電
車
の
丁
度
中
ほ
ど
の
少
し

小
高
い
所
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

石
屋
川
は
阪
神
と
阪
急
電
車
の
丁
度
中
ほ
ど
の
少
し
小
高
い
所
で
し
た
。

六
十
年
前
の
事
と
て
、
余
り
に
変
わ
り
一
寸
説
明
し
に
く
ひ
で
す
ね
。

御
影
の
詩
碑
除
幕
式
に
行
き
ま
し
た
時
で
さ
へ
変
り
よ
う
が
ひ
ど
く
て

び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
の
よ
。（〔
資
料
5
〕
一
九
八
五
［
昭
和
六
十
］

年
十
二
月
）

　

こ
れ
ら
の
「
阪
神
と
阪
急
電
車
の
丁
度
中
ほ
ど
」「
師
範
学
校
の
横
を
通
っ

て
は
買
物
に
い
っ
た
」
と
の
記
述
か
ら
、
居
住
地
は
御
影
町
の
大
字
「
石
屋
」

エ
リ
ア
の
う
ち
、
地
図
（
図
4
）
印
部
分
の
住
宅
地
範
囲
に
絞
ら
れ
る
と
考

え
る
。
こ
の
あ
た
り
は
石
屋
川
の
自
然
堤
防
で
小
高
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
。

御
影
師
範
学
校
へ
は
約
十
三
分
、
廉
売
市
場
へ
は
十
五
分
の
距
離
で
あ
る
。

こ
の
石
屋
川
で
の
生
活
は
幸
せ
に
満
ち
て
い
た
こ
と
が
吉
野
登
美
子
の
回
想

〔
資
料
4
、
六
三
頁
〕
か
ら
う
か
が
え
る
。

夾
竹
桃
と
ポ
プ
ラ
と
柳
の
多
い
町
で
、
町
の
背
に
は
六
甲
山
の
山
並
み

が
朝
に
夕
に
色
を
変
え
て
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
。
夕
食
後
に
私
た
ち

は
い
つ
も
散
歩
に
出
か
け
た
。
海
へ
向
う
白
い
道
を
、
二
人
は
肩
を
並

べ
て
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。
茅
渟
の
海
！ 

な
ん
と
想
い
出
ふ
か
い
ひ
び

き
を
も
っ
た
名
で
あ
ろ
う
。
と
き
に
よ
っ
て
は
山
の
方
へ
登
っ
て
ゆ
く

と
、
ま
も
な
く
松
林
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
石
屋
川
は
水
が
涸
れ
て
細

い
せ
せ
ら
ぎ
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
。
い
ち
め
ん
に
月
見
草
が
咲
い
て

い
た
。
山
は
紫
色
に
染
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
川
の
ほ
と
り
で
八
木
に
歌
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え
と
い
わ
れ
て
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
セ
レ
ナ
ー
ド
や
讃
美
歌
な
ど
を

歌
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
静
か
な
夕
暮
の
松
林
に
金
色
の
光
が
流
れ
、
歩

い
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ
け
、
そ
れ
は
文
字
ど
お
り
の
天
国
で
あ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
無
心
に
幸
福
に
浸
っ
て
い
た
時
期
は
、
な
か
っ

た
と
お
も
う
。

　

石
屋
川
沿
い
の
「
海
へ
向
う
白
い
道
」
は
幕
末
に
徳
川
道
と
し
て
整
備
さ

れ
、
大
正
期
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
使
わ
れ
た
。
現
在
も
松
林
を

残
し
て
い
る
。
石
屋
川
の
家
の
推
定
地
域
か
ら
御
影
の
浜
ま
で
は
約
二
十
分

で
あ
る
。「
茅
渟
の
海
」
は
大
阪
湾
の
古
称
で
、
御
影
師
範
学
校
の
校
歌
に
も

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
東
京
か
ら
来
た
ば
か
り
の
島
田
と
み
が
、
重

吉
に
海
の
名
を
教
え
ら
れ
、
そ
れ
を
「
想
い
出
ふ
か
い
ひ
び
き
」
と
し
て
長

く
後
年
ま
で
記
憶
に
と
ど
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（（
（

。

5
　
御
影
町
柳
八
五
一
の
借
家

　

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
三
月
、
御
影
町
柳
八
五
一
の
借
家
に
移
る
。

現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
御
影
中
町
一

－

二

－

十
七
で
あ
る（（
（

（
図
5
）。
天
利
氏

の
記
録
に
「（
筆
者
注
：
長
谷
氏
の
）
お
姉
さ
ん
が
昔
、
重
吉
の
住
む
借
家
を

や
っ
て
い
た
と
い
う
。
独
身
時
代
の
重
吉
が
登
美
子
さ
ん
と
結
婚
し
、
狭
い

だ
ろ
う
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
借
家
か
ら
柳
の
借
家
に
引
っ
越
し
て
頂
い
た

そ
う
だ
（
（
（

」
と
あ
り
、
申
御
田
・
石
屋
川
・
御
影
町
柳
の
住
ま
い
は
長
谷
氏
の

世
話
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

吉
野
登
美
子
は
「
や
が
て
数
学
の
先
生
が
四
国
へ
転
任
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
起
き
、
そ
の
空
い
た
家
へ
私
た
ち
が
入
居
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学

校
に
も
近
く
、
阪
神
電
車
に
近
い
下
町
の
、
柳
と
い
う
静
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で
の
石
屋
川
は
山
と
町
の
中
ほ
ど
に
あ
っ
た
の
で
、
買

物
に
町
へ
出
る
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
柳
は
市
場
に
近
く
て
助

か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
〔
資
料
4
、
七
一
頁
〕。
第
一
子
の
出
産
を
二
ヵ

月
後
に
控
え
、
広
さ
と
利
便
性
を
求
め
て
の
転
居
な
の
だ
ろ
う
。
市
場
や
御

影
師
範
学
校
へ
は
約
五
分
の
立
地
で
あ
る
。
同
年
五
月
に
は
長
女
桃
子
、
翌

年
十
二
月
に
は
長
男
陽
二
が
誕
生
す
る
。

　

こ
の
二
階
建
て
二
軒
長
屋
（
図
6
）
で
の
生
活
に
つ
い
て
「
わ
が
家
は
、

旧一万地形図『御影』（1923年）より作成

【図 4】「石屋川の借家」の推定地域

「石屋」地域
（罫枠内）

居住地の推定地域
（アミ部分）

市場までの道
（推定）
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門
を
入
り
細
い
格
子
戸
を
開
け
る
と
玄
関
が
三
畳
、
奥
に
八
畳
間
、
三
畳
の

台
所
と
広
い
土
間
、
そ
れ
に
井
戸
が
あ
る
。
二
階
が
三
畳
と
六
畳
の
二
間
つ

づ
き
で
、
八
木
の
勉
強
部
屋
に
な
っ
て
お
り
、
壁
に
は
八
木
の
描
い
た
絵
が

飾
ら
れ
、
窓
辺
に
机
と
本
箱
が
あ
る
だ
け
の
簡
素
な
部
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の

部
屋
で
八
木
は
本
格
的
に
詩
ひ
と
す
じ
に
進
み
出
す
の
で
あ
る
。（
中
略
）
結

婚
を
期
に
詩
だ
け
を
書
い
て
ゆ
く
決
心
を
し
た
、
と
い
っ
て
い
た
」〔
資
料

4
、
七
二
頁
〕、「
家
へ
か
え
る
と
、
ま
ず
好
物
の
あ
ま
い
コ
コ
ア
を
一
杯
の

み
、
そ
れ
か
ら
二
階
へ
あ
が
っ
て
、
日
記
を
つ
け
る
よ
う
に
詩
を
書
く
の
が
、

日
常
の
な
ら
わ
し
で
し
た
（
（
（

」
と
の
記
述
が
あ
る
。

　

同
年
四
月
以
降
、
こ
の
部
屋
で
、
重
吉
は
千
百
を
超
え
る
詩
を
生
み
出
す

（
表
2
）。
書
き
た
め
た
詩
は
、
画
用
紙
に
表
紙
を
付
け
て
リ
ボ
ン
で
綴
じ
ら

前田慶三編『阪神沿道地籍図：西部』（1920年）	 �前田慶三『魚崎町・住吉村・御影町全圖：紳士富豪の御
別邸付記』（1921年）

【図 5】「御影町柳八五一」の場所

御
影
町
柳
八
五
一

【図 6】御影町柳の借家
（田中清光編『八木重吉文学アルバム』筑摩書房、1984年、
32頁）
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【表 2】神戸時代に作られた詩群

詩群 作詩時期 構成
［習作断片］ 1922年 6 月から同年末までと推定 148編

1 詩集　感触は水に似る 1923年に編集（1921年に作詩） 詩25篇
2 詩集　夾竹桃 1923年に編集（1922年に作詩） 詩17篇
3 詩集　龍舌蘭 1923年に編集（1922年秋に作詩） 詩10篇
4 詩集　白い哄笑 1923年に編集（1922年秋に作詩） 詩17篇
5 詩集　虔しい放縦 1923年に編集（1922年秋に作詩） 詩39篇
6 詩集　矜持ある風景 1923年に編集（1922年秋から冬に作詩） 詩22篇
7 詩集　不安な外景 1923年に編集（1922年末から1923年初に作詩） 詩12篇
8 ［断片詩稿］ 1923年初と推定 詩 3篇
9 詩集　庭上寂 1923年に編集（1922年秋から1923年初に作詩） 詩12篇
10 詩集　巨いなる鐘 1923年 詩12篇
11 詩集　静かなる風景 1923年 詩11篇
12 詩集　石塊と語る 1923年 詩21篇
13 詩集　私は聴く 1923年 詩17篇
14 詩集　暗光 1923年 詩11篇
15 詩集　壺 1923年 詩 8篇
16 詩集　草は静けさ 1923年 詩20篇
17 詩集　土をたたく 1923年 4 月 詩18篇
18 詩集　痴寂なる手 1923年 5 月20日 詩40篇
19 詩集　焼夷 1923年 6 月 詩37篇
20 詩集　丘

おか

をよぢる白い路 1923年 8 月24日 序文 1篇、詩31篇
21 詩集　鳩がとぶ 1923年 9 月28日 詩37篇
22 詩集　花が咲いた 1923年10月18日 序文 1篇、詩27篇
23 詩集　大和行 1923年11月 6 日 序文 1篇、詩20篇
24 詩集　我子病む 1923年12月 9 日 詩27篇、散文 1篇
25 不死鳥 1924年 1 月 1 日 詩25篇
26 詩集　どるふぃん

0 0 0 0 0

の　うた 1924年 1 月20日 詩11篇
27 詩稿　幼き怒り 1924年 4 月 7 日 詩51篇
28 詩稿　柳

やなぎ

もかるく 1924年 4 月15日 詩48篇
29 詩稿　逝春賦 1924年 5 月23日 詩51篇
30 ⃝詩⃝鞠

まり

とぶりき
0 0 0

の独
こ　ま

楽 1924年 6 月18日 「憶え書」1葉、詩57篇
31 ［欠題詩群（一）］ 1924年10月 詩96篇
32 ［欠題詩群（二）］ 1924年10月 詩109篇
33 神をおもふ秋 1924年10月26日 詩76篇
34 純情を慕ひて 1924年11月 4 日 詩73篇
35 幼き歩み 1924年11月14日 詩53篇
36 寂寥三昧 1924年11月15－23日 詩44篇
37 貧しきものの歌 1924年12月 9 日 詩57篇
38 詩稿　ものおちついた冬のまち 1925年 1 月14日 詩82篇
39 詩稿　み名を呼ぶ 1925年 3 月 詩63篇
［断片詩稿］ 1924年秋－25年 3 月までと推定 詩 4篇

17以降（1,137篇）が御影町柳の借家で作られた（草野心平他編『八木重吉全集 第一巻』（筑摩書房、1982年、402
－405頁）、『八木重吉全集 第三巻』同、450－455頁より作成）
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れ
た
。
こ
の
時
期
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
井
克
佳
氏
が
「
わ
ず
か
に
妻
と

幼
い
娘
の
み
が
、
詩
人
の
世
界
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
（
略
）
小
さ
な
家

族
と
の
世
界
に
籠
も
り
、
詩
に
没
頭
す
る
生
活
が
、
神
戸
の
、
御
影
時
代
の

重
吉
の
姿
な
の
で
あ
る
（
（
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
詩
か
ら
は
御
影
町
で
暮
ら

す
家
族
の
日
常
が
浮
か
び
上
が
る
。

や
な
ぎ
も　

か
る
く
／
春
も　

か
る
く
／
赤
い　

山
車
に
は　

赤
い
兒

が
つ
い
て
／
靑
い　

山
車
に
は　

靑
い
兒
が
つ
い
て
／
柳
も
か
る
く
／

は
る
も
か
る
く
／
け
ふ
の　

ま
つ
り
は　

花
の
よ
う
だ
（「
柳
も
か
る

く
」
初
稿
：『
詩
稿 

柳
も
か
る
く
』
一
九
二
四
年
四
月
十
五
日
、『
秋
の

瞳
』
一
九
二
五
年
（
（
（

）

　

こ
れ
は
御
影
の
春
季
例
大
祭
（
だ
ん
じ
り
巡
行
）
を
描
い
て
い
る
。
弓
弦

羽
神
社
に
よ
る
と
当
時
の
祭
は
四
月
十
四
・
十
五
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
。

次
の
詩
は
、
近
所
の
御
影
浜
で
一
歳
四
ヵ
月
頃
の
桃
子
と
過
ご
す
様
子
を
描

き
出
し
て
い
る
。

わ
が
兒こ

と
／
す
な
を　

も
り
／
砂
を　

く
づ
し
／
濱
に　

あ
そ
ぶ
／
つ

か
れ
た
れ
ど
／
か
な
し　

け
れ
ど
／
う
れ
ひ
な
き　

は
つ
あ
き
の
ひ
る

さ
が
り
（「
わ
が
兒
」
初
稿
、
欠
題
詩
群
（
一
）
一
九
二
四
年
十
月
、『
秋

の
瞳
』
一
九
二
五
年
（
（
（

）

　

家
族
以
外
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
田
中
清
光
氏
は
、「
交
友
は
あ
ま
り
多

く
な
く
、
限
ら
れ
た
教
師
仲
間
や
教
え
子
、
高
師
時
代
の
友
人
、
広
島
高
師

に
入
学
し
た
弟
純
一
郎
氏
等
が
、
時
た
ま
訪
れ
る
程
度
の
静
か
な
く
ら
し
だ
っ

た
と
い
う
（
（
（

」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
実
際
に
家
に
招
か
れ
た
と
い
う
当
時
の

教
え
子
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。

　

訪
問
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
門
脇
清
氏
は
「
僕
は
殺
風
景
な
寄
宿
舎
か
ら

逃
れ
て
八
木
先
生
の
家
を
お
と
づ
れ
た
。
壁
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
下
に
詩
を
書

い
た
紙
が
は
っ
て
あ
っ
た
。
先
生
は
二
階
の
一
室
に
ど
て
ら
を
着
て
一
心
に

勉
強
し
て
居
ら
れ
た
ら
し
い
。
隅
に
は
沢
山
な
絵
が
顔
を
並
べ
て
居
る
。
床

に
は
簡
単
な
本
棚
に
本
が
し
ぶ
い
顔
し
て
く
す
ぶ
っ
て
い
る
」
と
回
想
し
て

い
る（（1
（

。
ま
た
、
藤
原
正
司
氏
は
、「
門
脇
君
に
誘
わ
れ
て
、
在
学
中
柳
の
お
宅

へ
お
う
か
が
い
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、『
夫
人
の
像
』
と
い
う
先
生
の
描
か
れ

た
油
絵
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
時
コ
コ
ア
を
頂
い
て
、
私
に
は
生
ま
れ
て

始
め
て
の
コ
コ
ア
が
大
へ
ん
お
い
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
」
と
証
言
し
て
い

る
（
（1
（

。
重
吉
は
家
族
の
姿
を
、
詩
だ
け
で
な
く
絵
に
も
描
き
、
自
宅
の
壁
に
飾
っ

て
い
た
と
い
う
。
重
吉
の
絵
画
作
品
と
し
て
は
、
御
影
を
描
い
た
油
絵
と
し

て
「
六
甲
山
を
望
む
」（
一
九
二
一
年
作
）、「
御
影
の
白
い
路
」（
一
九
二
二

年
作
）、
御
影
師
範
を
描
い
た
「
赤
い
建
物
」（
一
九
二
三
年
頃
）
の
三
点
が

現
存
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
神
戸
生
活
は
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
の
春
に
慌
た
だ
し

く
終
わ
り
を
迎
え
る
。
三
月
に
千
葉
県
の
柏
に
新
設
さ
れ
た
東
葛
飾
中
学
校

へ
の
転
任
が
決
ま
り
、
一
家
は
柏
へ
転
居
し
た
。
二
年
間
の
住
ま
い
と
な
っ

た
こ
の
家
の
跡
地
に
は
現
在
（
二
〇
二
三
年
時
点
）
駐
車
場
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

重
吉
の
作
詩
活
動
の
土
台
と
な
る
生
活
基
盤
と
し
て
居
住
地
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
神
戸
時
代
の
四
年
間
で
五
ヵ
所
の
居
住
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

各
位
置
を
当
時
の
地
図
上
に
示
す
（
図
7
）
と
と
も
に
、
神
戸
時
代
の
重
吉
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八木重吉の居住地

旧一万地形図『御影』（1923年）より作成

【図 7】当時の地図でみる重吉の居住地
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の
動
き
（
居
住
地
の
変
遷
、
島
田
と
み
と
の
関
係
、
次
へ
の
転
居
理
由
、
創

作
表
現
の
変
化
）
を
表
3
に
ま
と
め
た
。
以
下
、
改
め
て
転
居
の
経
緯
を
整

理
す
る
。

　

① �

住
吉
村
山
田
：
初
め
て
の
冬
を
迎
え
六
甲
山
沿
い
の
寒
さ
と
通
勤
の
坂

道
が
つ
ら
く
海
側
へ
転
居
。

　

② �

魚
崎
町
下
松
原
：
下
宿
の
環
境
に
不
満
が
あ
り
転
居
。

　

③ �

御
影
町
申
御
田
：
市
場
や
電
車
の
音
に
不
満
、
結
婚
に
備
え
て
静
か
で

風
景
の
美
し
い
町
外
れ
に
転
居
。

　

④ �

石
屋
川
：
新
婚
生
活
を
楽
し
む
が
、
妻
の
妊
娠
を
機
に
広
さ
と
利
便
性

を
求
め
転
居
。

　

⑤ �

御
影
町
柳
：
二
児
が
誕
生
、
作
詩
を
本
格
的
に
開
始
、
転
任
に
よ
り
千

葉
県
へ
転
居
。

　

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
生
活
者
と
し
て
の
詩
人
像
で
あ
る
。
居

住
環
境
に
対
し
て
一
定
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
感
受
性
や
、
短
期
間
で
転
居
を

実
行
す
る
行
動
力
の
高
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
学
生
時
代
の
親
友
で
あ
る
宮

治
武
氏
は
重
吉
に
つ
い
て
「
全
く
意
地
張
り
で
意
志
の
強
さ
に
於
て
は
何
人

と
雖
も
敵
す
ま
い
（
（1
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
結
婚
も
八
木
家
か
ら
の
勘
当

も
い
と
わ
ぬ
「
重
吉
の
強
引
な
独
走
（
（1
（

」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
自
身
の
要
求
に

正
直
に
一
途
に
行
動
す
る
性
格
は
居
住
地
選
び
に
も
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
居
住
地
の
変
遷
か
ら
、
詩
人
誕
生
の
軌
跡
を
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
神
戸
時
代
は
島
田
と
み
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
「
独
身
期
（
居
住
地
①

②
③
）」「
新
婚
期
（
居
住
地
④
）」「
育
児
期
（
居
住
地
⑤
）」
に
分
け
ら
れ
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
創
作
表
現
も
変
化
し
て
い
る
。
独
身
期
に
は

島
田
と
み
に
の
め
り
こ
む
よ
う
に
書
簡
・
日
記
・
短
歌
が
多
数
書
か
れ
、
新

婚
期
に
は
作
詩
の
芽
生
え
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
学
的
修
練
や
創
作
力
が
結

【表 3】神戸時代の八木重吉（居住地の変遷、島田とみとの関係、転居理由、創作表現の変化）

時期 居住地 島田とみとの関係 次への転居理由 創作表現の変化

① 1921（大正10）
年 4月～

武庫郡住吉村山
田の柴谷米助方
（下宿）

独身期 同年 9 月に書簡で愛
を告白、1922年 1 月
に婚約（結婚は 2 年
後との約束）

冬を迎え六甲山沿い
の寒さと通勤の坂道
がつらく海側へ転居

日記と夥しい短歌が
書かれる。それにま
じって僅かな詩と短
篇習作が書かれる

婚約以降（ 1～ 7月）
は毎日のように書簡
も書く

② 1922（大正11）
年 2月～

武庫郡魚崎町下
松原八番屋敷松
風館内（下宿）

下宿の環境に不満が
あり転居

③ 1922（大正11）
年 4月～

武庫郡御影町申
御田九五四（下
宿）

同年 5 月に島田とみ
が肋膜炎にかかり、
結婚の前倒しが決ま
る

市場や電車の音に不
満、結婚に備えて静
かで風景の美しい町
外れに転居

④ 1922（大正11）
年 7月～

武庫郡御影町石
屋川（借家）

新婚期 同年 7 月19日に島田
とみを神戸へ迎える

妻の妊娠を機に、広
さと利便性を求め転
居

詩を書き始める

⑤ 1923（大正12）
年 3月～1925
年 3 月

武庫郡御影町柳
八五一（借家）

育児期 同年 5 月26日に長女
桃子が出生、1924年
12月29日に長男陽二
が出生

千葉県立東葛飾中学
校への転任により、
千葉県へ転居

作詩を本格的に開始
し、詩を自編した手
製の小詩集を作り始
める

田中清光編『八木重吉文学アルバム』を参考に作成
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実
し
て
、
育
児
期
に
は
作
詩
の
波
が
爆
発
的
に
押
し
寄
せ
た
。

　

重
吉
は
千
葉
転
居
の
翌
年
に
病
臥
し
、
そ
の
翌
一
九
二
七
年
に
死
歿
す
る
。

歿
後
五
十
年
、「
御
影
時
代
こ
そ
、
私
た
ち
の
生
涯
で
一
番
幸
せ
な
時
で
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
吉
野
登
美
子
は
振
り
返
っ
て
い
る（（1
（

。
詩
人
の
原
点
か
つ
頂
点

と
も
い
え
る
神
戸
生
活
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
謎

に
包
ま
れ
て
お
り
、
重
吉
が
暮
ら
し
た
痕
跡
は
神
戸
市
立
御
影
中
学
校
の
校

地
の
一
角
（
御
影
師
範
学
校
の
跡
地
）
に
詩
碑
が
一
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。

今
回
、
書
き
残
さ
れ
た
文
章
と
地
図
か
ら
居
住
地
の
特
定
を
試
み
る
も
、
神

戸
市
東
灘
区
は
戦
災
・
震
災
を
経
て
街
が
変
わ
り
、
住
所
表
示
も
変
更
し
て

い
る
た
め
、
居
住
地
の
特
定
は
難
し
く
推
定
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
重

吉
の
詩
に
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
百
年
前
の
神
戸
・
御
影
の
風
景
と
、
そ
こ
に

暮
ら
す
幸
せ
な
家
族
の
姿
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
詩
人
の
理
解
に
つ
な
が
る
神

戸
時
代
に
関
す
る
資
料
の
さ
ら
な
る
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

・�

各
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
林
正
継
氏
（
八
木
重
吉
の
詩
を
愛
好

す
る
会
会
報
）、
清
水
嗣
子
氏
（
吉
野
登
美
子
氏
と
の
私
信
）、
神
戸
大
学

大
学
文
書
史
料
室
（
御
影
師
範
学
校
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
）
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

注（
1
）	

草
野
心
平
他
編
『
八
木
重
吉
全
集 

第
一
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）

（
2
）	

原
田
健
「
阪
神
文
学
散
歩
―
東
神
戸
編
七
」（『
阪
神
サ
ン
ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
』

一
九
七
七
年
四
月
十
五
日
）

（
3
）	

天
利
武
人
「
八
木
重
吉
の
住
ん
だ
御
影
町
を
訪
ね
て
」（『
い
っ
ぽ
ん
の
み

ち 

八
木
重
吉
の
詩
を
愛
好
す
る
会
会
報
』
二
一
号
、
一
九
八
八
年
）

（
4
）	

関
茂
『
八
木
重
吉
―
詩
と
生
涯
と
信
仰
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
六
五
年
、

四
〇
頁
）

（
5
）	

御
影
師
範
学
校
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
（
一
九
二
三
年
）

（
6
）	

八
木
重
吉
の
詩
を
愛
好
す
る
会
「
全
国
の
ゆ
か
り
の
地
」〔U

R
L

〕http://
yagijuaiko. com

/ゆ
か
り
の
地
/

（
7
）	

吉
野
登
美
子
編
『
八
木
重
吉
詩
集 

花
と
空
と
祈
り
』（
彌
生
書
房
、
一
九

八
五
年
、
二
四
二
頁
）

（
8
）	

今
井
克
佳
「
神
戸
の
八
木
重
吉
」（『
神
戸
と
聖
書
―
神
戸
・
阪
神
間
の
４

５
０
年
の
歩
み
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
九
四

－

九
六
頁
）

（
9
）	

田
中
清
光
「
解
説
」、
草
野
心
平
他
編
『
八
木
重
吉
全
集 

第
一
巻
』（
筑
摩

書
房
、
一
九
八
二
年
、
四
一
二
頁
）

（
10
）	

門
脇
清
「
八
木
先
生
の
思
出
」（『
い
っ
ぽ
ん
の
み
ち 

八
木
重
吉
の
詩
を
愛

好
す
る
会
会
報
』
三
一
号
、
一
九
九
〇
年
）

（
11
）	

藤
原
正
司
「
ツ
ゥ
イ
ン
ク
ル
、
ツ
ゥ
イ
ン
ク
ル
、
リ
ッ
ツ
ル
ス
タ
ー　

八

木
重
吉
先
生
の
こ
と　

御
影
時
代
の
重
吉
の
思
い
出
（
四
）」（『
い
っ
ぽ
ん
の

み
ち 

八
木
重
吉
の
詩
を
愛
好
す
る
会
会
報
』
二
九
号
、
一
九
八
九
年
）

（
12
）	

田
中
清
光
編
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
、

一
四
頁
、
二
二
頁
）

（
13
）	

安
田
善
四
郎
「
詩
碑
除
幕
式
の
日
の
八
木
と
み
子
さ
ん
（『
天
』
二
六
号
、

一
九
七
七
年
、
二
頁
）

（
や
ま
が
た　

こ
ず
え
／
神
戸
大
学
文
学
部
卒
）


